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(57)【要約】
（ａ）第１の面と第２の面とをもつ紙カードストックの
第１の平面状シートと、
（ｂ）第１の面と第２の面とをもち、打ち抜きにより規
定した少なくとも一つの剥離可能な部分を規定する磁性
材料及び紙層の積層体を備え、剥離できない磁性材料に
一体に保持された適当に位置した部分をもつ第２の平面
状シートとを有し、第１の平面状シートの第１の面が第
２の平面状シートの第１の面に接着剤で十分にしかも適
切に接着され、第２の平面状シートの剥離可能な部分を
第１の平面状シートに保持し、カード内の第１の平面状
シートと第２の平面状シートとの間の第１の選択した部
分に接着剤がない、印刷データを担持し、郵送目的に適
した複合磁気カード。剥離可能な部分を剥がした後のカ
ードは接着剤なしで、カードのべとつかないきれいな領
域を提供し、別の所望のデータを明瞭に表示するのに容
易に用いられ得る。
【選択図】　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）第１の面と第２の面とをもつ紙カードストックの第１の平面状シートと、
（ｂ）第１の面と第２の面とをもち、打ち抜きにより規定した少なくとも一つの剥離可能
な部分を規定する磁性材料及び紙層の積層体を備え、剥離できない磁性材料に一体に保持
された適当に位置した部分をもつ第２の平面状シートと、
を有し、
　第１の平面状シートの第１の面が第２の平面状シートの第１の面に接着剤で十分にしか
も適切に接着され、第２の平面状シートの剥離可能な部分を第１の平面状シートに保持し
、カード内の第１の平面状シートと第２の平面状シートとの間の第１の選択した部分に接
着剤がないこと
を特徴とする印刷データを担持する複合磁気カード。
【請求項２】
　第１の平面状シートの第１の面が印刷指定事項を担持していることを特徴とする請求項
１記載の複合磁気カード。
【請求項３】
　第１の平面状シートの第２の面が印刷指定事項を担持していることを特徴とする請求項
１又は請求項２記載の複合磁気カード。
【請求項４】
　第２の平面状シートの第１の面が印刷指定事項を担持していることを特徴とする請求項
１～請求項３のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項５】
　第２の平面状シートの第２の面が印刷指定事項を担持していることを特徴とする請求項
１～請求項４のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項６】
　第２の平面状シートの少なくとも一部分が第１の平面状シートから剥離できることを特
徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項７】
　第１及び第２の平面状シートの各々が透明なポリマーフィルムまた層による積層体を備
え、この積層体の上側又は下側に指定事項が印刷されることを特徴とする請求項１～請求
項６のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項８】
　広告カード、ちらし、郵送用ポストカード、宝くじカード、コンテストカード、ゲーム
カード、教育情報カード及びビジネスカードから成るグループから選択したことを特徴と
する請求項１～請求項７のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項９】
　磁性材料が選択した磁極形態及び磁気強度のものであり、また第１の平面状シートが第
１の平面状シートの外側の磁界を本質的にゼロにする厚さのものであることを特徴とする
請求項１～請求項８のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項１０】
　別個の磁界強度確認手段を有することを特徴とする請求項１～請求項９のいずれか一項
記載の複合磁気カード。
【請求項１１】
　磁性材料がカードに、多数の種々の磁界強度をもつ部分を設けていることを特徴とする
請求項１～請求項１０のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項１２】
　磁性材料がカードに、磁力線間の多数の種々の間隔をもつ部分を設けていることを特徴
とする請求項１～請求項１１のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項１３】
　磁性材料がカードに、カードを横切って明確な磁化パターンを設けていることを特徴と
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する請求項１～請求項１２のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項１４】
　さらに、剥離不可の磁性材料に一体に保持した適当に配置した部分を設けるように形成
した打ち抜き線をもつ打ち抜き部から成る不正立証手段を有することを特徴とする請求項
１～請求項１３のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項１５】
　打ち抜き線がジグザグであることを特徴とする請求項１４記載の複合磁気カード。
【請求項１６】
　打ち抜き線で剥離不可の磁性材料に一体に保持した適当に配置した部分が、約０．４ｍ
ｍ～約２ｍｍから適当に選択される打ち抜き内側部分の距離によって分離されていること
を特徴とする請求項１４又は請求項１５記載の複合磁気カード。
【請求項１７】
　さらに、カード内の第１のシートと第２のシートとの間の第２の選択した位置で接着剤
と接合する内部部分をもつ剥離可能な部分を有することを特徴とする請求項１～請求項１
６のいずれか一項記載の複合磁気カード。
【請求項１８】
　（ａ）（ｉ）第１の印刷可能な面及び第２の面をもち、紙カードストックから成る第１
の材料のシート、及び
　　　（ｉｉ）第１の印刷可能な面及び第２の印刷可能な面をもち、磁性材料から成る第
２の材料のシート
を供給すること、
　（ｂ）第１の材料のシートの第１の印刷可能な面及び第２の材料のシートの第１の印刷
可能な面にプレスによって所望の表示を印刷すること、
　（ｃ）各第２の面を互いに対向させて並置して第２の材料のシートと第１の材料のシー
トを位置合わせすること、
　（ｄ）複合磁気カードを作るため、カード内の第１のシートと第２のシートの間の第１
の選択した位置ではなく第２の面において第２の材料のシートに第１の材料のシートを接
着接合するために接着剤を選択的に施すこと
を含むことを特徴とする複合磁気カードの製造方法。
【請求項１９】
　第２の材料を通してカード上のアウトラインを切断して第１の材料から剥離できる所望
の形状の磁性材料部分を規定することを含むことを特徴とする請求項１８記載の複合磁気
カードの製造方法。
【請求項２０】
　多数の所望の形状の磁性材料部分を形成するために多数の所望の形状を規定する多数の
アウトラインを切断することを含むことを特徴とする請求項１８記載の複合磁気カードの
製造方法。
【請求項２１】
　さらに、第１の材料の第２の面に所望の指定事項を印刷することを含むことを特徴とす
る請求項１８～請求項２０のいずれか一項記載の複合磁気カードの製造方法。
【請求項２２】
　さらに、第２の材料の第２の面に所望の指定事項を印刷することを含むことを特徴とす
る請求項１８～請求項２１のいずれか一項記載の複合磁気カードの製造方法。
【請求項２３】
　さらに、複合磁性シートを寸法の小さい多数のカードに切断することを含むことを特徴
とする請求項１８～請求項２２のいずれか一項記載の複合磁気カードの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、両側に印刷可能なカードストック材料及び印刷可能な不透明磁気シートの積
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層体から成る複合カードに関するものである。かかるカードは、例えば獲得競技、販売促
進、教育又は市場メッセージ目的、ゲーム及び宝くじに適した隠れ非表示メッセージ及び
剥離可能な思い出磁石を含んでおり、また本発明はかかるカードの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インスタント宝くじ、競技及び促進は３０年以上にわたって用いられてきた。今日の使
用において偏在する殆どのものは“スクラッチ及びウィン”カードである。このカードは
、印刷したカードストック材料から成り、非表示メッセージは除去可能なラテックスイン
キの層で隠されている。ユーザーは除去可能な層をコインや指の爪で引っ掻いて下側にあ
るメッセージを露出させる。
【０００３】
　スクラッチ及びウィンカードは、使用上ラテックスを引っ掻いて削り落とすようにカー
ドを置くための固体表面を必要とする制限があると共に、引っ掻き操作により指の爪の下
側に又はカウンタートップ上に望ましくない残留物が残る。ラテックス層の本質的に脆い
性質のために、郵送する際に衣服のポケットや郵便システムにおける取扱いや動きによっ
て、予期せずに磨耗して除去されやすい。さらに、これらカードは、下側の商品メッセー
ジの確認を現すためにピン又はその他の方法で軽く引っ掻くだけで傷つき易い。総不透明
さに対してラテックス層が薄くて少ないために、カードはしばしば強い光線のもとで隠し
メッセージが見えるのを避けるために金属箔で覆う必要があり、そのため作るのにコスト
が嵩んだり複雑となる。
【０００４】
　“冷蔵庫マグネット”と普通呼ばれる宣伝用の特殊な品物を作るのに５０年以上にわた
って撓み性磁気シートが用いられてきた。これらは家庭用及び業務用の両方において用い
られ、冷蔵庫の扉、学校のロッカー、ファイルキャビネットなどのような金属面に付けた
際に長期にわたって有効な宣伝媒体を提供する。
【０００５】
　伝統的には、磁気シートはストロンチウムフェライト粉末を含むゴム又はプラスチック
の薄いカレンダードシートとして製造されてきた。磁化は通常製造時に行われ、主にシー
トの一側に強制力（磁力）を付与するように多極アレイを設けることから成る。この磁気
材料は、広告専門加工業者にロール又はシートで販売され、広告専門加工業者はそれら磁
気カードに広告用メッセージを印刷し、広告主の形状に打抜く。印刷は、磁気ポリマー材
料に結合されたビニル表面シートにシルクスクリーニングによって最初に行われてきた。
比較的ポピュラーになってきたその後の方法は、別個の紙シート上に印刷し、そして印刷
した紙シートを磁気シートに結合するオフセット方法である。この方法は、現在では、製
造工程が短いというデジタル印刷法の優秀な経済性及びデジタル印刷法に関連した高い品
質のために、インキジェット及びデジタル印刷法に大部分置き換えられてきた。印刷した
紙はしばしば、磁気シートに結合する前に外観及び汚れ抵抗のために透明な薄いポリマー
フィルム又はＵＶ光線硬化型ポリマー被覆で覆われてきた。撓み性磁気シートの伝統的な
厚さは０．３ｍｍ～０．７５ｍｍである。印刷後、シートは、通常の又は装飾的な形状に
おいて５ｃｍｍ×５ｃｍｍのサイズの多数の小さな部片に打抜かれる。
【０００６】
　これらのマグネットはしばしば広告用メッセージを含み、及び／又はエンドユーザーの
興味を引く記念品或いは趣味収集品の形状及び印刷像で形成され得る。また、使用におい
て、それらマグネットはエンドユーザーによる参考までに紙のシートを保持することがで
きる。これらマグネットの実際の便利な使用では、それらマグネットは、しばしば長時間
の間保持されて使用され、広告主にとっては長期にわたるメッセージで利益となり、また
エンドユーザーにとっては実際の使用を満足させる装飾により利益となる。
【０００７】
　広告主の目的の一つは、これらマグネットの製造、印刷及びエンドユーザーへの供給の
コストを最少化することにある。供給のコストを最少化するためには、ダイレクトメール
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が望ましい選択であり、自動化した“機械的な”メールを最低コストである自動バーコー
ド読取装置で操作できる。さらに、製造における多工程、すなわち複雑でしかも手動製作
を避けてコストを低く保つ。最も簡単なメール部片形態において、ポストカードは、封筒
を折りたたみ、中に入れ、封をし、そして宛名を書く労力及び実質的なコストを避け、そ
して低い大量郵送レートを緩和できる。
【０００８】
　別の目的は、エンドユーザーが読みそして磁気広告部片をキープしておきたいとさせる
蓋然性を最大化し、こうして広告又はメッセージの購入又は使用並びに広告投資における
高い利益の蓋然性を高めることにある。これにより益々、エンドユーザーに対してメッセ
ージを各個人に合わせることができる。デジタル印刷では、オフセット法やシルク印刷法
と違って、コンテンツ及びメッセージにおいて唯一の各メール部片を設けることが実現で
きる。デモグラフィックスにおける情報、過去の購入癖（傾向）、家庭の収入、或いは子
供やペットの有無のような細目についての情報をもつデータベースが広告主によって広く
利用される。それらのデータベースは、デジタル印刷法において種々のデータソフトウエ
アに結合される。さらに、広告主は、エンドユーザーを個人のウエブサイトアドレスへ向
けてコンテンツ又は購入サービスに入らせることができる。
【０００９】
　問題のないパーソナル化を得るために、多部片を組み立てないのが有利であり、マグネ
ットの場合には、封筒又は挿入物と名前を一致させるように打抜いたマグネット部片を仕
分ける試みを避けるのが有利である。
【００１０】
　上述のファクタ及びマグネットの相当な重さ、並びに固有の強制力の郵便仕分けのため
に、有効な広告媒体であるマグネットで低コストメールを達成するのは困難であった。
【００１１】
　これらの問題を解決する試みの一例は特許文献１に記載されている。この場合では、磁
気シートはポストカードの一端部に接合され、磁気部分を外せるように孔あきである。先
行技術のこの例の教示内容での制約は、外方向に向う磁力がマグネットのざらざらした孔
あき縁部が仕分け装置に潜在的に詰まり、二重の厚さが最終製品の積み重ねに影響を及ぼ
し、また広告スペースが平面状の褐色の磁気シートの面で取られてしまう。
【００１２】
　特許文献２に記載の先行技術における改良では、マグネットシートの縁部に沿ってポス
トカードの裏面にテープを施している。この“ランプ”は、ポストカードの機械による積
み重ねを不確実にさせるポストカードに接着した磁気シートの縁部における鋭い“バンプ
”を低減することによりカードの積み重ねを容易にさせてメール問題を低減するようにさ
れている。
【００１３】
　特許文献３には、クーポンを入れるメール可能な封筒が記載されている。この先行技術
では、カードストック封筒は前面に磁気シートが設けられ、この磁気シートは、郵便料金
別納郵便物の証印及びアドレス情報を含む面が印刷されている。この封筒では、クーポン
はそのクーポンを金属表面に保持する磁気シートで着けている。この先行技術の制約は、
複雑な多部品を組み立てるコスト及び付随するメールの重さにある。
【００１４】
　特許文献４には、ポストカードの裏面に磁気条片を付けて使用することが記載されてお
り、裏側の磁気部分の一部を除去できるように内部に孔があけられている。この先行技術
は自動化メールに適合しないという問題が残っており、カードの一側の相当な部分が興味
を引き付けない褐色の磁気面で締められるという前記の先行技術と同じ問題が存在してい
る。
【００１５】
　特許文献５には、印刷していない解放層に全表面を横切って脆い接着剤で接合される予
め磁化した磁気シート層に接合した印刷可能な紙面から成る一側のみ印刷した磁気シート
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が記載されている。このシートは、剥離可能な部分に記念（思い出）写真やその他の思い
出物が印刷される。剥離可能な要素が取り除かれた後の結果としてのシートには脆い被覆
から生じたべとべとし得る接着剤残留物が残る。
【００１６】
　別の方法を求めて、特許文献６には、金属面に小さな環状磁気形成体をそれ自体保持す
る能力をもつようにカードの裏面に小さな環状磁気形成体を接着することが記載されてい
る。この非平面状の組合せは、嵩張った郵便物用の封筒に設けられる。この先行技術では
、前述の二つの場合のようにカードを非平面状にさせ、そして郵便物用の封筒を必要とす
る制約がある。
【００１７】
　今日の普通の商業上の使用では、磁気ポストカードメイラーは、普通のカードストック
ポストカードで市場に出されており、印刷した磁性形成体が設けられ、上側の透明な覆い
フィルムで適切な位置に保持されている。マグネットは、鋭利に尖ったものを用いて或い
はマグネットの周囲のフィルムの孔あき線を通して引裂くことによって、解放される。カ
ードストック上に落下することになる印刷したマグネットの固定してない性質のため、マ
グネットは一般的には汎用のパーソナル化していないものでなければならない。この方法
はパーソナル化の可能性を制約し、カードとマグネットとを別個に製造して二つを互いに
接合する多重プロセスを必要としている。
【００１８】
　また、広告主による商業的な使用では、クレジットカードの形式の汎用の又はパーソナ
ル化したマグネットを作り、そしてこれを除去可能な接着剤を用いて折畳んだ手紙、或い
はカード又はパンフレットに固着し、しかる後宛名の入った窓又は普通の封筒に入れるの
が慣例である。この磁気形成体は重さを最少にするために、薄い磁気紙覆い体で構成され
得る。しかし、これはなお、別個に製造したマグネットをパーソナル化した広告又は手紙
に整合させるのにコストが嵩み、剥離可能な広告部片、マグネットが封筒の内側に隠れ、
冷蔵庫マグネットしての使用の確率（見込み）は低減する。
【００１９】
　本明細書で用いた用語“広告主”はそれの通常の商業的意味を意味するが、それの意味
は、例えば小売り人、レストラン、不動産会社、製造業者又は販売代理店のような奨励ビ
ジネスに求められる私的事業に限定されない。この用語はまた、例えば、社会的事業団体
、市役所、学校、協会、スポーツチーム、慈善財団、文化又は宗教団体のような行政又は
その他の公共分野或いは非営利団体のあらゆる分野に適用し得る。
【００２０】
　先行技術のこれらの制約の他にもなお、多目的磁気カードを作る新しくて有効な方法の
必要性が残っている。本発明は、先行技術のこれらの制約を、
ａ）カードのセキュリティを妥協することなしに容易に貯蔵され、取り扱われ、搬送又は
郵送され得る耐久性のある丈夫な表面をもつカードを提供すること、
ｂ）隠れたメッセージをカバーする固体の完全に不透明の層を設けて、安全な不透明を作
る特別の層を設ける必要性なくすこと、
ｃ）コイン、指の爪による引っ掻き或いは上にのる固体面の必要なく、内部の賞又はメッ
セージを露出させる迅速できれいで破片の残らない方法を提供すること、
ｄ）長期間にわたって表示される実際の末端使用の思い出の装飾マグネットを提供して広
告主とエンドユーザーとの両方に利点をもたらすこと、
ｅ）広告及び隠れた賞又はメッセージのパーソナル化を可能にする最新のデジタル印刷法
に適合させること、
ｆ）郵便カードとして用いた時に、最低の郵便料金を保証する自動化仕分け装置で処理で
きるように表面に十分に低い磁界をもつこと、
ｇ）ポストカードとして用いた時に郵便装置の機械内で詰まることなく、仕分け及び積み
重ねできるように十分に薄くて一様な単一厚さを持つこと、
ｈ）磁力をシートにおいて調整でき、それによりカードが取り扱われてない場合には比較
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的高い力を使用でき、またカードが厳格な仕様のすなわち比較磁気感応性の処理装置で郵
便局において処理される場合には比較的低い力を使用できるように構成すること、
ｉ）磁化力を独特のパターンで付与でき、偽造又は不正行為に対して重要な予防措置を提
供するように構成すること、
ｊ）不正防止カードを作るように打ち抜きパターンを作りそして接着剤塗布方法を設ける
こと
によって解決する。
【００２１】
　これらの特徴の殆んど又は全てを備えた磁気カード製品は、相当な利点をもたらし、そ
して上記の先行技術の制約を解決する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２２】
【特許文献１】米国特許第５，４５８，２８２号１９９５年１０月１７日発行
【特許文献２】米国特許第５，６７６，３０７号１９９７年１０月１４日発行
【特許文献３】米国特許第６，０２４，２７８号２０００年　２月１５日発行
【特許文献４】米国特許第６，１５３，２８０号２０００年１１月２８日発行
【特許文献５】米国特許第６，９８６，９５３号２００６年　１月１７日発行
【特許文献６】米国特許第７，０６３，２５８号２００６年　６月２０日発行
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　本発明は、一つの特徴において、長く継続する収集可能な冷蔵庫マグネットの利点と組
み合さった以下に記載する複合磁気カードから成る。
【００２４】
　従って、本発明は、一つの特徴において、ユーザーに優れたアピールをし、容易に使用
でき、セキュリティを備え、また思い出の剥離可能なマグネットを備えた新規で優秀なイ
ンスタント勝ち及び奨励カードを提供する。該カードは、一つのカードで三つの特徴、す
なわち一つ以上の剥離可能な思い出のマグネットと、隠れた賞又はメッセージと、カード
のリデンプション部分の面に広告メッセージとをもたらす点において新規である。
【００２５】
　別の特徴において、本発明は、インスタント勝ちカード及び収集可能な冷蔵庫マグネッ
トの両方の確立したビジネス及び末端使用の利点をもたらす。
【００２６】
　カードは、その最も簡単な形態において、選択した領域において紙カードストックから
取外され得る平坦な積層磁気シートを備えている。幾つかの実施形態では、好ましくは、
この複合カードは、両側をポリマーで被覆され、ポリマーはマグネットを保護し、カード
の感知値を強める。
【００２７】
　さらに、驚くべきことに、一実施形態では、カードの剥離可能な磁気部分と残りの部分
との間に接着性の脆い手段又はその他の手段が必要でなくできることを発見した。磁性層
が整形した剥離可能な部分のために所望の形状に打ち抜かれる場合に、磁性材料と一体で
、打ち抜かれない適当に位置した断続的な部分はカードに保持されたままであり、そして
接着剤の使用の回避が達成できることを見出した。接着剤を使用しないことにより、所望
の剥離可能な部分を剥離た後、新たに見える領域に残留接着剤が付着してなく、そして最
も好ましくは、受取人が存在するすべてのデータやデザインを良好に見ることのできるク
リアな表面をもつカードとなる。
【００２８】
　従って、本発明は、一つの特徴において、
　（ａ）第１の面と第２の面とをもつ紙カードストックの第１の平面状シートと、



(8) JP 2010-519081 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

　（ｂ）第１の面と第２の面とをもち、打ち抜きにより規定した少なくとも一つの剥離可
能な部分を規定する磁性材料及び紙層の積層体を備え、剥離できない磁性材料に一体に保
持された適当に位置した部分をもつ第２の平面状シートと、
を有し、
　第１の平面状シートの第１の面が第２の平面状シートの第１の面に接着剤で十分にしか
も適切に接着され、第２の平面状シートの剥離可能な部分を第１の平面状シートに保持し
、カード内の第１の平面状シートと第２の平面状シートとの間の第１の選択した部分に接
着剤がないこと
を特徴とする印刷データを担持する複合磁気カードを提供する。
【００２９】
　カードは、第１の平面状シートの第１又は第２の面或いは第１及び第２の両面に直にか
又はポリマー／カードストック積層体の外側ポリマー面上又は外側ポリマー面の下側に印
刷データ又は指定事項を担持し得る。
【００３０】
　同様に、磁気材料を備える第２の平面状シートはその第１の面上に直接或いはその第２
の面に直接又は積層体の外側のポリマー面上又は外側ポリマー面の下側に印刷データ又は
指定事項を担持し得る。
【００３１】
　従って、この特徴において、本発明は、両側に随意に印刷可能な面を備え、一側に剥離
可能な所望の形状を規定する磁性部分を備える多層複合カードから成る。
【００３２】
　複合カードの第１の層は、もっぱら切り抜いたマグネットの外側の領域に施された恒久
的な接着剤によって中間層に接着した紙又はプラスチックシートである。中間層は、第１
の層に隣接した面に多極パターンの磁力で磁化した磁気シートである。磁気シートは、第
３の層にそれの全面にわたって恒久的な接着剤で接着される。代わりに、磁性層は、第３
の層に設けた磁化可能なコーティングである。第３の層は、紙、金属及びプラスチックシ
ートを含むがそれらに限定されない任意の適当な材料で構成され得る。代わりに、この層
は、磁性層に接着剤で接着した別個のシートではなく、印刷イメージ及びテキストに対し
て受容する液体添加ポリマーコーティングであり得る。
【００３３】
　一つの実施形態では、印刷は好ましくは、第１の層の両面になされ、外側印刷面は広告
又は情報メッセージを担持し、内側面は賞品又は報償メッセージ及びセキュリティ識別番
号を担持している。磁性層はセキュリティ又は広告の目的で磁性面に印刷され得る。第３
の層はその外側面に装飾メッセージ又は剥離可能なマグネット又は保持部分に対するメッ
セージが印刷され得る。
【００３４】
　第３の層及び磁性層を通ってのびるが第１の層を通らずに第１の層内へのびる打ち抜き
がなされ得る。打ち抜きは、なされた時に、深さが調節され、また重要に位置した非切断
部分を用いることによって、磁性部片はエンドユーザーによって除去されるまで保持され
る。
【００３５】
　磁性層の磁化はその層の製造時になされ得、或いは本発明の好ましい実施形態では、磁
性層は、最終製品の構成中に磁化され得る。印刷及び打ち抜きプロセス中に磁化すること
によって、磁化の程度及び形態が選択され得る。さらに、セキュリティパターンは、偽造
の可能性を最少化するために、磁界ビュアー又は電子磁気読取り装置によって見ることの
できるユニークな磁化パターンを形成することによって埋め込まれ得る。
【００３６】
　上述で規定したカードは、好ましくはさらに、独特の磁界特定手段を有する。
【００３７】
　好ましい実施形態では、本発明は、磁性材料が磁界強度の多数のピッチをもつ部分を備
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えたカードを提供する。
【００３８】
　別の好ましい実施形態では、本発明は、磁性材料が、磁力線と、付与した独特の磁性パ
ターンとの間の多数の種々の距離をもつ部分を備えたカードを提供する。
【００３９】
　好ましくは、カードはカードを横切って磁化の独特のパターンをもたらす磁性材料を備
えている。
【００４０】
　カードの内側部分における打ち抜き形状は任意の規則的な幾何学すなわち奇抜な形状の
ものであり得る。このカードは多数のかかる形状を含み得、これらの形状の一つ以上は、
除去時に破れるユニークな立証番号又は認定手段を隠す非保持の部分的に打ち抜いた形状
であり、不正の証拠サインを表す。
【００４１】
　従って、好ましい実施形態では、本発明は、さらに剥離不可の磁性材料に一体に保持し
た適当に配置した部分を提供するように形成した打ち抜き線をもつ打ち抜き部から成る不
正立証手段を有する上記のカードを提供する。
【００４２】
　さらに好ましい実施形態では、本発明は、打ち抜き線がジグザグのものである上記のカ
ードを提供する。
【００４３】
　さらに好ましい実施形態では、本発明は、内部の第１のシートと第２のシートとの間の
第２の選択した位置に接着剤で接着した内側部分をもつ剥離可能な部分をさらに有する上
記のカードを提供する。
【００４４】
　上記のカードは、好ましくは多くのカードに対するスペースを含み得る二つの小さな寸
法の印刷マスターシート（プレスシート）から切断される。別の代わりの実施形態では、
カードストックの第１の層は両側に印刷され、磁性部分を剥離た時に、エンドユーザーに
メッセージを提供する。
【００４５】
　印刷は、使用において、多くの印刷プロセス、例えばシルクスクリーン、オフセット、
凸版印刷、インキジェット、グラビア印刷、フレキソ印刷、又はレーザーデジタルによっ
て行なわれ得る。デジタル法の使用は、特に剥離可能なマグネットの下側に変化する賞品
又は賞金メッセージを設ける際の全ての利点に対して可変データを用いることができるよ
うにする。
【００４６】
　別の特徴において、本発明は、
　（ａ）（ｉ）第１の印刷可能な面及び第２の面をもち、紙カードストックから成る第１
の材料のシート、及び
　　　（ｉｉ）第１の印刷可能な面及び第２の印刷可能な面をもち、磁性材料から成る第
２の材料のシート
を供給すること、
　（ｂ）第１の材料のシートの第１の印刷可能な面及び第２の材料のシートの第１の印刷
可能な面にプレスによって所望の表示を印刷すること、
　（ｃ）各第２の面を互いに対向させて並置して第２の材料のシートと第１の材料のシー
トを位置合わせすること、
　（ｄ）複合磁気カードを作るため、カード内の第１のシートと第２のシートの間の第１
の選択した位置ではなく第２の面において第２の材料のシートに第１の材料のシートを接
着接合するために接着剤を選択的に施すこと
を含む複合磁気カードの製造方法を提供する。
【００４７】
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　本方法は、さらに第２の材料の第２の面に所望の表示を印刷することを含む。
【００４８】
　カード及び／又はもし含まれれば剥離可能な磁性部片は、広告主の要求を満たしかつ郵
送する場合にはポストカードとして許容できる任意の想像上の形状及びサイズの者であり
得る。これは長方形、例えば家や自動車のような普通の物体の形状或いは想像上の形状で
あり得る。
【００４９】
　本発明による及び本発明を実施するのに使用するカードは、広告カード、フライヤー、
郵送用のポストカード、宝くじカード、コンテストカード、インスタント当たりくじ、ゲ
ームカード、教育情報カードなど、並びにビジネスカードから成るグループから選択され
て使用されるが、それらに限定されない。
【００５０】
　本発明をより良く理解できるようにするために、以下、例として添付図面を参照して好
ましい実施形態について説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明によるカードの前側を示す概略正面図。
【図２】単一除去可能なマグネットを打抜いた図１のカードのマグネットを遮った側を示
す概略図。
【図３】郵送ポストカードとして用いた場合の図１に示すカードの宛名側の概略図。
【図４】郵送ポストカードとして用いた場合の図３の実施形態のカードのマグネットを遮
った側を示す概略図。
【図５】図１の向きでカードの厚さを横切る概略断面図。
【図６】図１のカードの厚さを通る磁化パターンの一部の横断面図。
【図７】図１のカードの厚さを通る磁化パターンの一部の横断面図。
【図８】本発明によるカードにおける変化するピッチ及びパターンの磁化パターンの平面
図。
【図９】剥離可能な磁性部片が宛名側にある本発明によるカードの別の実施形態を示す図
。
【図１０】剥離可能な磁性部片が下側の印刷メッセージ及び／又はイメージを現している
本発明によるカードの代わりの実施形態を示す図。
【図１１】本発明による多数の種々のデータ磁気広告カードを作るように両側に種々のデ
ータを配置した多数のカードを備えたマスターシートの概略図。
【図１１ａ】互いに接着する前の図１１のシートの横断面図。
【図１２】本発明による多数の種々のデータ磁気広告カードを作るように両側に種々のデ
ータを配置した多数のカードを備えたマスターシートの概略図。
【図１１ｂ】互いに接着する前の図１２のシートの横断面図。
【図１３】本発明によるシート送りデジタルプレス印刷、接合及び打抜き製造方法の概略
流れ線図。
【図１４】本発明によるマスターシートから切離したカードの拡大断面図。
【図１５】選択した矩形領域だけに接着剤を施す本発明による好ましい実施形態を示す斜
視図。
【図１６】接着剤添加の複合領域を正確に適用し得る本発明による別の方法を示す図。
【図１７】本発明によるコンテストカードの概略正面図。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　添付図面において同様な部分は同じ番号で示す。
【００５３】
　本発明は、エンドユーザーに分配又は多量郵送するのに適した新規で有利な複合磁気カ
ードを提供する。記載した用語は本発明の使用を限定するものでないことが理解されるべ
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きである。
【００５４】
　図面を詳しく参照すると、図１及び図２には、それぞれ、番号１０で示す賞金又は賞品
カードとして本発明の典型的な使用における前側及び後側を示している。カード１０は任
意の形状のものであっても良いが、図示実施形態では矩形であり、図１に示すように広告
面１２を備えている。カード１０は一部平面状のカードストック１１（図５）から成り、
カードストック１１は被覆紙又は非被覆紙、プラスチック或いは適当な材料を組合わせた
もののような任意の印刷可能な材料で構成され得る。
【００５５】
　カード１０の裏側には図２に示すように、平面状の印刷可能な被覆紙の面２２を備えて
いる。非被覆紙、カードストック、プラスチック、金属化プラスチック、印刷可能な液体
添加被覆、或いは適当な材料を組合わせたもののような代わりの材料を用いてもよい。面
２２は、任意の所望の実際的な形状の打抜き線２６で示すような剥離可能な磁性部分２４
の領域を備えている。
【００５６】
　例えば適当な位置２７に隙間が打抜かれ、この隙間により剥離可能な部分２４は、受取
人が手軽に剥がすまで、シート１１に接着した非剥離可能な磁性材料と一体的に形成され
たままである。従って、シート１１の剥がされた面には接着剤は残存せず、満足に見える
ようにきれいである。
【００５７】
　これらの隙間の間隔及び位置は、形状及び必要に不正立証セキュリティの程度によって
決められる。先物買いの値引きのような普通の低い値の賞の広告カードでは例えばセキュ
リティは殆ど必要でない。宝くじにおける種々の高い値の賞では、不正立証構成が必要で
あり、そのような構成について図１７に詳しく示している。
【００５８】
　図１及び図２に示すように、カードの両側には静止か又は変化する多数のテキスト／イ
メージが印刷され、剥離可能なマグネット２４の下側に隠れている。このようなテキスト
又はイメージは図１では１８としてまた図２では３０、２８として示されている。
【００５９】
　図３及び図４には、番号１０で示すポストカードとして本発明の使用におけるそれぞれ
前面側及び後面側を示している。カード１０は、郵送目的の形状に許容できる任意の形状
のものであっても良いが、図示実施形態では矩形であり、図３に示すように宛名面１２を
備えている。このカード形態の構成は、図１及び図２に示すものと同様である。しかし、
この場合には、材料１１の面１２上に、普通の料金別納郵便の証印すなわちスタンプ１４
及び宛名１６が可変又は不変の静止テキストメッセージ１８及び可変イメージ２０或いは
必要な場合には不変状態（地位）（ｓｔａｔｕｓ）と共に設けられる。
【００６０】
　カード１０の裏側には図４に示すように、平面状の印刷可能な被覆紙の面２２を備えて
いる。面２２は、任意の所望の実際的な形状の打抜き線２６で示すような剥離可能な磁性
部分２４の領域を備えている。図４に示すように、カード１０には静止か又は変化する多
数のテキスト／イメージが印刷され得る。これらは、剥離可能な磁性理容域部分２４には
２８で示すように設けられ、及び／又は剥離できないカード領域には３０で示すように設
けられ得る。
【００６１】
　図５には、図１及び図３の向きにおいてカード１０の厚さ方向の断面図を示し、厚さは
、構成要素を明瞭に示すために誇張して示している。カードストック１１の材料は、好ま
しくは、十分な強さをもちかつ磁性層３２の強制力とその後のプロセッシング中或いはカ
ード１０の郵送及び配達中に遭遇する金属面との間に距離すなわちスペース又はギャップ
を設け、さらには磁気干渉なしにカードの積み重ねや分配を可能にするように厚さ０．２
ｍｍ～０．４ｍｍのものである。この実施形態では、透明なポリマー層３５が任意ではあ
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るが層１１に積層され、或いは層１１に液体添加される。
【００６２】
　カードストックシート１１の第２の面３４は、選択した部位のみにわたって接着層３８
を用いて磁性層３２の第１の面３６に接着される。この接着層は、任意適当な接着剤例え
ば水性ＥＶＡ（エチレン・ビニルアセテート）、アクリル又は熱活性化ホットメルトポリ
マーのものであり得る。恒久的な剥離できない接着剤がシート１１の選択した部分３３に
施され、互いに接着され、磁性材料３２は図１５及び図１６に示すようにカード１０から
剥がせず、部分３１を接着剤なしにしている。
【００６３】
　磁性層３２は、容易に磁化され得るフェライト添加物をもつカレンダードゴム又はその
他の撓み性ポリマー材料３２から成る。シート３２は好ましくは厚さ０．１５ｍｍ～０．
３ｍｍであり、商業的に利用できる。本発明の実施において、それは好ましくは非磁化形
態で利用され、面４０で全面において接着剤４６を用いて紙４４の内面４２に接着したロ
ールとして又は印刷像に対するマスターシートのサイズの鋼ロール、トレイ及びガイドを
含む印刷プレスを通しての処理を容易にさせている。
【００６４】
　接着剤４６は磁気シート製造業者によって施され、或いは広告専門家又は印刷加工業者
によって施され得る。接着剤は最も好ましくは、二つの層間の連続した接着をもたらす恒
久性のものである。
【００６５】
　材料４４は、最も普通には、紙、カードストック、合成紙、プラスチックフィルム、液
体添加印刷可能なポリマー層、或いは金属プラスチックフィルムでありしかも適当に印刷
可能な面２２を備える任意適当な材料から成る。この層の厚さ及び重さは好ましくは、十
分な不透明度及び印刷品質を得るのに必要な最小のものである。紙ストックの場合には、
この最小値は５０ポンド（７５ｇｍ／平方ｍ）台の紙ストックである。この実施形態では
、透明なポリマー層２９が任意ではあるが、層４４に透明な保護液で積層或いは被覆され
る。切断部２６は打抜きによって形成され、打抜きの鋭利な鋼定規は層４４、４６、３２
を通って切断し、層１１は切断しない。選択した位置における鋼定規の短いギャップは、
層４４、４６、３２を切断せずに比較的浅い深さに切断する。このようにして剥離可能な
磁性部片２４は一時的に保持されるが、カード１０を僅かな程度に曲げて、剥離可能な部
分を把持して引き剥がすことによりカードストックシート１１から用意に剥離される。
【００６６】
　図６には、磁性層３２の多極磁化パターンが示され、Ｎ極及びＳ極はそれぞれ文字Ｎ、
Ｓで表されている。この磁化は、商業的な磁化機械において層１１に接着する前にシート
３２に施される。シート３２は磁化ローラ上を通り、シート３２の面３６はローラに隣接
して面３６に多極アレイを施し、強制力５０は主に面３６から外方へのびている。この一
側磁化プロセスにより、仮想的には、面４０の外方への反対方向には磁力は伸びていない
。単位ｃｍ当たりの磁極の数は磁化機械の設計において決められ、磁力の強さ及び面３６
からの距離“ｄ”における強さに影響する。厚さ０．３ｍｍ～０．７５ｍｍの通じようの
マグネットでは、磁極の間隔は一般的に５磁極／ｃｍである。本発明のこの実施形態では
、磁極ピッチは好ましくは６～１０磁極／ｃｍであり、それにより“ｄ”の距離を短縮し
ている。例えば、７磁極／ｃｍの磁極ピッチでは、保持力は、４磁極／ｃｍでの３５％に
比較して、０．３０ｍｍのギャップで全長のほんの２０％である（Ｄｅｘｔｅｒ　Ｍａｇ
ｎｅｔｉｃ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｐｅｒｍａｎｅｎｔａ　Ｍａｇｎｅｔ　Ｃａｔ
ａｌｏｇｕｅ　ｐｕｂｌｉｓｈｅｒ　ａｎｄ　ｙｅａｒ　ｐｐ２９．２００６）。本発明
の実施では、磁化は、例えば２０％未満の最小量だけが層１１に設けたギャップを越える
だけであるように設計される。層１１で設けたギャップを使用することにより、カード１
０が望まない時に金属面にくっ付くのを防止する。
【００６７】
　図７には、磁化機械の動際における調整で磁気シート３２を横切る磁化の程度において
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改善がなされる。剥離可能な部分２４に含まれない領域において、磁化力は低下し、その
到達深さ“ｄ”は距離“ｄ２”に減少し、この距離は十分、層１１の厚さの範囲内である
。このようにして、カード１０における磁力の総量はほぼ２０％～４０％低減され得る。
これによりカード１０はポストカードとして使用する時に、感応性の高い自動化郵便仕分
け機又は処理規定で管轄区域内又は国内の郵便料金を低減するように処理できる。
【００６８】
　図８には、宝くじや比較的高い賞金のコンテストにおけるような高いレベルの不正保護
を必要とする際に有利である別の改良が示されている。ここでは、磁界は、磁力のパター
ンを示す磁界ビュアー（磁界観察機）４７で見ることのできるように示されている。低価
格の磁気ビュアーはプラスチックフィルムに浮遊させ、科学及び教育上の材料供給業者か
ら容易に入手できる微細な磁性粒子を収容している。
【００６９】
　図示例では、隣接した磁極のピッチはＰ１～Ｐ５で示すように変えて、独特の容易に確
認できるパターンを形成した。これは、磁化機械に使用した環状マグネット間の距離を金
属スペーサーで変えることにより達成され、一連のこれらマグネットは回転軸上に配置さ
れ、シートは“Ｐ”の方向に通過し、磁性シートをシートの面３６上で磁化させる。
【００７０】
　再び図８に示す別の代わりの強調例では、一連の中断及び／又は歪みが磁界線に生じら
れ、この例では全てポイント５１で示されている。これは、一つ又は複数の列の電磁石又
は永久磁石を通常の磁化プロセス内に又は通常の磁化プロセス後に配置することにより形
成される。これらの小さな電磁石をオン、オフ循環させること或いは永久磁石を磁性シー
ト面３６に向って及び磁性シート面３６から離れて動かすことによってそれら磁石は局部
磁化パターンを乱し、結果として磁石と接触したシートの部分における磁化を直接明確に
変えたり消したりすることになる。このようにして、このようにして電磁磁石インパルス
の形状、サイズ及び持続時間、並びにシートと接触する永久磁石位置を変えることにより
所望のように独特であるパターンが形成され得る。これらの機能を電子的にプログラミン
グすることによって、各カードは独特にエンコードされ得る。上記の光学ビュアー又は適
切に形態に構成した電子磁気読取り装置により、これらのパターンはデコードされ得る。
なお変わらないが、カードの磁力は、磁界の深さがカード表面を越えてのびないように設
定され得るが、一度剥がされると磁石の独特のパターンが容易に読取れ得るので、読取る
ことができない。この保護を達成する手段は、シート１１の厚さを調整すること、磁界の
強さを調整すること、又は磁気的に遮蔽するインキ又は被覆を用いることによってなされ
得る。
【００７１】
　従って、剥離可能な磁性部分はそれ自体救済部片となり、自動化機械を、宝くじ、コン
テスト（競走）及び報償における賞品又は賞金の特定及び発行に基くようにできる。本発
明のこの特徴は、先行技術のインスタント勝ちカードの販売及び引き換えに対して応答で
きるものから不正の継続している発生のために、極めて有利である。
【００７２】
　図９に示すカードをポストカードに応用した代わりの実施形態では、料金別の郵便物の
証印１４及び宛名１６の情報はカード１０における打ち抜き部分２６及び従って剥離可能
な磁性部分２４と同じ側に位置している。
【００７３】
　図１０には代わりの実施形態を示し、この場合には広告主は剥離可能な磁気部片２４を
外して、エンドユーザーに対してさらに刺激的なものを含ませるようにできる。この任意
に選択できる実施形態では、カードストック１１が印刷される際に、磁性層３２の磁性面
３６に接着する前に両面１２、３４に印刷される。磁性部分２４を剥がす際に、テキスト
５２及び／又はイメージ５４が現れる。テキスト５２及びイメージ５４は例えば期限ある
申し込み、新製品のイメージ、或いはコンテストに応募する、又はエンドユーザーに対す
る広告主の申し込み、又は広告主によって勧誘され得るようなあらゆる申し込み又はメッ



(14) JP 2010-519081 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

セージの詳細を見るウエブサイトに入る招待（勧誘）を表示し得る。この実施形態の場合
に、単に剥離できない領域においてのみ恒久的な接着剤で面３４を磁性シート３２と接着
する本発明は、接着剤の残留なしのきれいな広告メッセージ面を形成する。
【００７４】
　本発明によるカードの新しくて最も有利な点は、第一に、郵便封筒又はカードから分離
する部片を打抜く必要なしに、磁性広告基板上にデジタルプレスにより種々のデータを用
いることができ、それにより全ての仕分け及び不整合の発生を避けることができることに
ある。図１１及び図１２には、マスターシートの前面及び後面をそれぞれ示している。図
１１ａ及び図１２ａにはそれぞれの断面図を示している。デジタル印刷分野の当業者には
、種々のデータソフトウエアを用いて多数の紙カードストックパーソナル化カードを印刷
することは普通である。以下、かかる技術が最初に剥離可能な磁性部分を含むポストカー
ド応用にどのように適用され得るかについて説明する。
【００７５】
　カードの両側における各受取人の名前、宛名及び種々のイメージのようなパーソナル化
データは、この実施形態では単に番号６０、６２、６４、６６、６８、７０として示され
、各番号は別個の受取人に関連している。例として、受取人は、休暇旅行を見込むことが
でき、テキスト及びイメージは、宛名だけでなく、種々の休暇活動アイコンによって図１
１及び図１２に示すように過去の購入に基いて彼等にアピールできる休暇のタイプについ
て申し込みも含んでいる。これらは面１２、２２に印刷され、それにより接着して二側パ
ーソナル化カードが作られる。さらに、面３４にも、図１０に示すように隠れたメッセー
ジを形成するために同様にして印刷がなされ得る。図１１及び図１２の複合シートは縁部
７１、７２に沿って裏側と裏側を合わせて重ねられる。二つの側部の代わりの接合は、利
用する機器に応じて任意の面で行われ得、また全マスターシートをパーソナル化する順序
は都合よく変えられる。
【００７６】
　インスタント当たりカードは詐欺や不正を種々の仕方でし易い。一つの広く用いられる
仕方では、販売又は分配される前にカードの小売業者や提供者が最高の当たりカードを確
かめるため“のぞき見る”ことを試みる。本発明は、不正行為を防ぐためある独特の機会
を提供する。図１７には、例示したように三つの剥離可能な部分“Ａ”、“Ｂ”、“Ｃ”
を備えたカード１０が示されている。剥離可能なマグネット部分“Ａ”には、打抜き線に
おけるギャップ２７の最初の線で囲まれた領域内に接着剤の二つのスポット９６、９７が
設けられている。賞品又はコードを見ようとマグネットを部分的に剥がすと、これらスポ
ットの接着部位は、下側の面を小さな隣接領域において引裂き、交換できず、偽装不可能
に見えてしまい、不正行為の明らかな立証を作る。さらに、剥離可能な部分は、前に不正
行為がなされた後には、はぎ取り時に抵抗が著しく落ちてしまう。
【００７７】
　別の方法では、磁性部分“Ｂ”において１０１で示す典型的な値として０．４ｍｍ～２
ｍｍの範囲の広いギャップによりマグネットはランダムに引裂かれ、賞又は当たりコード
を十分露出させたままとなる。部分“Ｃ”ではギャップ１０３をもつジグザグ打抜きによ
り、剥離部分の打抜き線に隣接した領域に交換できず、偽装不可能に見える引裂きが生じ
るようにしている。実際の例では、形見の記念（ｋｅｅｐｓａｋｅ　ｓｏｕｖｅｎｉｒ）
のマグネットは例えば０．４ｍｍの少数の相対的に小さなギャップを設けて、平滑で美的
によい仕上がり形態となり得る。従って高額の賞は、下側の接着剤スポット９６、９７又
は部分“Ｂ”、“Ｃ”について説明したパターンを利用できる。
【００７８】
　本発明によるカードの実際の製造方法は図１３に示されている。
【００７９】
　各々同じマスターシート面積をもつカードストック１１、並びに磁性材料シート３２及
び印刷可能な層又は被覆４４の複合体は面２２を上向きにして、トレイ１０２、１０４か
らそれぞれコンベヤ１０６、１０８によってデジタル印刷プレス７３に順次供給される。
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印刷用ソフトウエアは、シート１１がまず供給され、続いて複合シート３２、４４が供給
され、そして各々頂面にデジタル印刷ヘッド７７を介してイメージの正しいレイアウト及
び配置で像形成されるようにプログラムされる。
【００８０】
　その後、シート１１は機械のダブレクサ７４を通り、はじき出されて、印刷面を下にし
てプレス７３が送出される。このダブレクサはまた、必要ならばカードストック１１の他
側に像を形成するのにも用いられ得る。さらに、複合シート３２、４４の第２の側にも、
印刷受け面が利用できる場合には印刷され得る。かかるプロセスは、例えばＫｏｎｉｃａ
　Ｍｉｎｏｌｔａ　Ｃ６５００（登録商標）又はＨＰ　Ｉｎｄｉｇｏ（登録商標）或いは
Ｘｅｒｏｘ　ＩＧｅｎ（登録商標）のような商業的に利用できるデジタル印刷機において
本発明に従って実施され得る。
【００８１】
　印刷プレス７３から出てくるシート１１及び複合シート３２、４４は、パドル７５によ
って上方コンベヤか又は下方コンベヤへ向けられ、パドル７５は、カードストック１１を
接着パターン塗布７８のために下方コンベヤ７６へ移し、また複合シート３２、４４を磁
化８２にするために上方コンベヤ８０へ移す。その後、レジストレーション機構８４は下
方のシート１１を瞬時に適切な位置に保持し、一方、上方の複合シート３２、４４は下方
へ傾斜８５され、そして先端縁部をそろえられる。二つの取付けたシートはその後、加圧
ローラ８６へ送られ、加圧ローラ８６は固体しわを作らずにこれらシートを接着させる。
その後、接着された複合シートは打抜き機８８に置かれ、打抜き機８８はカード１０を切
断して、本質的には所望の形状であるがカード１０に剥離可能な部分を保持するために残
っている磁性材料と一体に留まる十分な適当に位置した小さな切断していない部分を残し
ている剥離可能な磁性部片２４を形成する。これは、ダイ組立体９１で複合シートを打つ
ことにより行われ、ダイナイフ９０は複合シートを部分的に通して剥離可能な部分２４の
周囲を切断し、またナイフ８９によってカード１０を完全に切断して、カード１０の大き
さ及び形状を規定する。
【００８２】
　打抜き機（ダイカッター）を用いずに、個々のカードはギロチンによってマスターシー
トから切断してもよい。
【００８３】
　図１４には、切断したシートを拡大断面図で示し、カード１０はトリム９２を剥がし、
各カード１０は一つ又は複数の剥離可能な磁性部片２４を含んでいる。本発明によるカー
ドは、また、デジタルプレスの代わりにシート送りオフセットインキプロセスプレス、又
はインキジェットプリンターにおいて作られ得る。さらに、プロセスは、予め接着して置
くのではなくその場で、シート材料をロールの形態で供給して印刷し、磁性シート３２を
表面シートに接着する又は印刷可能な面をもつ液体ポリマーで被覆することによって実施
することもできる。また、中間ポリマーフィルムの残っている部分又は液体ＵＶ光で硬化
した部分は、外観上の理由で一方又は両方の外面に、図３に層２９及び／又は３５として
示すような保護フィルムを施すことができる。
【００８４】
　図１５には、剥離可能なマグネット領域に接着剤のない部分を形成する接着剤塗布パタ
ーンの一形態を示し、シート１１は接着剤塗布装置の下側を方向“Ｐ”にベルトに沿って
動く。接着剤は、商業的に入手できるものであり、例えば熱可塑性重合体例えばホットメ
ルト接着剤、水性エマルション、溶液型接着剤が選択され得る。接着剤はローラ、噴霧、
ノズル又はスロット或いはその他の手段によって塗布され得る。硬化方法は、例えば、雰
囲気硬化、対流熱トンネル、放射熱トンネル、紫外線ランプ硬化、又は高周波硬化であり
得る。好ましい塗布装置は、シート又は個々のカード縁部の前部及び後部のおいてのみオ
ン、オフサイクルする一連の塗布ヘッド９３から成っている。中間の塗布ヘッド９４は、
剥離可能なマグネット領域の大きさ及び形状の寸法に基いてオン、オフサイクルするよう
にプログラムされる。
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【００８５】
　図１６には、ノズルで達成できる矩形パターンより伏在名パターンを作るのに用いた別
の接着方法を平面図で示している。この場合、スクリーン印刷プレスには図１６に示すパ
ターンのスクリーンが取付けられる。インキよりはむしろ、スクリーン可能な接着剤が３
３で示す領域におけるスクリーンを通して塗布される。このタイプの半自動又は自動プレ
スは商業的に入手でき、図１３に記載したプロセスの一部としてインラインでか、又は希
望する場合にはオフラインで組立てられ得る。互いに接着しそして打抜くと、接着は正確
になされて、図１７で説明したように接着剤スポット９６、９７を施すことで複合形状と
なる。
【００８６】
　本発明のある特定の好ましい実施形態について図示し説明してきたが、本発明はこれら
の特殊な実施形態に限定されないことが理解されるべきである。本発明はどちらかと言え
ば、図示し説明してきた特定の実施形態及び特徴の機能的に又は機械的に等価のものであ
る全ての実施形態を包含する。

【図１】 【図２】
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【図９】
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【図１０】
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